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ローバルな民主化の第 3 の波』も、2005 年までには勢いを失っていた。以来、世界におけ  
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る等、ポスト冷戦時代の環境にしたたかに適応してきたこと、米国と EU の影響力が 2000
年代以降低落したことに伴い、ロシア、中国、その他地域の権威主義国の行動空間、言論















































































略を「専制プロモーション Autocracy promotion」と呼ぶことにしよう。  
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シア」は、アルメニア、キルギスタン、カザフスタンの非民主主義的な政権与党と協力協
定を結んで選挙対策の情報交換を重ねてもいる［Bader and Kästner, 2015:210］。  
 更にまたロシアは、対外的情報戦の一環として、ロシアの対外政策に沿う形で旧ソ連諸
国における選挙の正当性を是認または否定してくれる親露派選挙監視機関を設置または支




























































































は家族の生計だけでなく、母国の社会の安寧にも寄与してきたという［Bader and Kästner, 
2015: 213-215］。  
 もう一方の権威主義大国・中国は近年対外経済援助活動を急速に活発化させており、国
際社会の大きな関心そして警戒を招いている。二国間の無償援助や優遇借款を急増させて












や西側の批判に屈しないで済む別の道を提供している［Cooley, 2015:58］。  
27
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 










ではない。例えば 2015 年までの約 10 年間に中国はラテンアメリカに対し、世界銀行と IMF
が同地域に与えた融資合計を上回る巨額の融資を行った。カリブ諸国や太平洋島嶼国家で
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民主化を米国と NATO 及び EU による勢力拡大と重ね合わせて捉え、国家安全保障上の脅
威と受け止めているからであろう。極端に言うなら周辺国の民主化は、ロシアからすると、
































を進めてきたことは事実である。2013 年 12 月にヌランド米国務次官補は、1991 年以降ア
メリカがウクライナに民主化促進目的で 50 億ドルを超える資金を投入したと述べ、その
一環として米政府は「全米民主主義基金(NED)」に資金を提供し、NED はウクライナの市
































権威主義体制防衛のための多国間フォーラムと捉える意見もある［Burnell,2010:5 ］。  
じじつ 2014 年 4 月にタジキスタンのドゥシャンベで開催された上海協力機構加盟国安全
保障会議秘書官会議で、中国国務委員で公安部長の郭声琨はこう述べた。  
  ロシアを含める地域安全力のパートナーシップを促進し、監視と制御のネットワーク  
を共同で強化し、外部勢力によるその他の国家における革命、すなわち“外部勢力が社会
の矛盾と社会の問題を利用して執政当局を覆そうと企てるカラー革命”の扇動を防止しよ










































している［土屋 ,2015:157,158,165,166]。  
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は、今後の民主主義を見通す上で興味深い視座を提供しているように思われる。  
 １．国民投票、住民投票  
   国政レベルでは国民投票が、地方政治レベルでは住民投票が、最も広範に且つ頻繁   
に採用される革新事業となっている。これらの革新は市民に、政策形成過程への直接参加
チャネルを従来以上に与えている。  
 ２．参加型予算編成  
   「参加型予算編成 participatory budgeting」も、ブラジルのポルト・アレグロで最初
に導入されて以来、世界各地に広範に普及した試みである。自発的に参加した市民、   
或いは無作為に抽出された市民による会議体が予算の計画や配分の審議に参加する   
官民協働ガバナンスの核ともされる試みである。  
 ３．政党予備選挙  
   政党予備選挙は従来アメリカ政治特有の実践であったが、近年では他の国、大陸に   
も広まりつつある。それは、堅牢に確立された少数幹部寡占支配の政党構造に食い込む能
力を市民に与えている。  
 ４．政党交付金  
   ヨーロッパで始まった政党交付金は、今や新興民主主義国にまで普及している。  
 ５．選挙・議会・政府形成における男女機会均等化の試み  





 ６．地方分権化  
   サブナショナルな政治単位に、今まで以上に権限を移譲することも普通になりつつ   
ある。全面的な連邦制度を支持する論は下火だが、より柔軟な形の分権化によって市民は
地元政府のアカウンタビリティーを追及することが従来よりも可能になっている。  
 ７．未来志向計画策定の動き  






 ８．情報通信技術(ICT)の革新  
   ICT の革新が民主主義の実践にも重要なインパクトを及ぼし始めている。人々は
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種々の情報源にアクセスすることが格段に容易になった一方、政府の方はそれを取り   
締まったり監視することが難しくなった。統治者が秘密にしておきたい活動まで明   




 ９．「e-デモクラシー」  
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Hidehiko  KINOUCHI 
 
Abstract 
The current Authoritarian regimes clearly have absorbed the lessons of the popular 
democratic revolutions of recent years(e.g. ‘color’revolutions in former Soviet Russian 
states or  ‘Arab springs’) and taken preventive steps to weaken internal democratic 
forces and undermine external democracy promotion. The autocratic states should not 
be considered as passive actors at the international level, but rather active resisters 
that undermine democratic trends both regionally and globally by adopting  
‘autocracy promotion ’strategies. This article examines some of these strategies in 
action and evaluates how these policies operate and what implications they will have 
for international society. 
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